
　事業名：

件　名：

仕　様　書

事業主体　名張市

施行主体　名張市

道路メンテナンス事業

市道桔梗が丘中央線（桔梗が丘1号橋）ほか橋梁点検業務委託

令和 6 年度 （ 道路メンテ ） 第 2 号



設　　計　　概　　要　　書

施行場所 名張市 地内

設計金額
一　金 　円

（工事価格 　円）

工  期
　日間

（ 　迄）

事業量

N=68橋

桔梗が丘2番町ほか

令和7年3月15日

工事の概要（摘要）

N=68橋

橋梁点検業務　橋長L=2ｍ以上15ｍ未満　N=67橋

橋梁点検業務　橋長L=15ｍ以上　　　 　N=1橋



 橋梁点検箇所図　Ｎ=67橋(L=2.0m～15.0m未満)

 橋梁点検箇所図　Ｎ=1橋(L=15.0m以上)

 令和6年度 橋梁点検箇所位置図（68橋）

 3_無名橋２ 

 9 井尻橋 

  5_上小波田橋

  28 東田原橋 

  20_美旗中2番1号橋

 3_中村１号橋 

  11_谷川橋

  2_鵜山1号橋

 6_追分２号橋   10_無名橋１ 

 33_笹谷橋 

  58_平屋橋

  37_下出橋１

  14 山門橋

  8 大田2号橋

  55_黒田１号橋

  23_糸川橋

  4_上小波田1号橋

 7_追分３号橋 

  12 瓜原１号橋 

  13 瓜原２号橋 

 15_東町１号橋 

 16_東町２号橋 

 17 尻江１号橋 

 30 堂ヶ谷１号橋 

  19 山田橋1

  21 土橋

 36_里中央橋 

 24_大手橋 

 25_新橋 

 26_無名橋１０ 

  27_東田原１号橋

 29_白土橋 

 31 上三谷１号橋 

  32_花山１号橋

 34 西田原３号橋 

 35_野中橋 

 22_無名橋３ 

  38 丈六上井手橋

  39 中井川橋

 40 谷出５号橋 

  41 上池橋

  42 矢川９号橋

 43 無名橋１３ 

  44 杉矢谷橋

 45_坊垣中央橋

 46_坊垣池行橋

  47_上出１号橋 

  48 梶原橋

  49 中知山２号橋

  50_花山２号橋

  51_無名橋１１

  52_縄手橋

  53_赤坂橋 

  54_無名橋１２

  56_黒田２号橋

  57_奈垣４号橋

  59_小縄手橋

  60_つつじが丘１号橋
 61_つつじが丘２号橋 

 62_つつじが丘４号橋 

 63_つつじが丘５号橋 

  64 新川１号橋

  65 美旗中2番2号橋

 18 尻江２号橋  66_城下橋 

 67_南町５号橋 

  68 ヤタンボ橋

 1_桔梗が丘１号橋 



１．目的

　本業務は、名張市が管理する橋梁において、安全で円滑な交通の確保、沿道や第

三者に対する被害の未然防止を図るため、また橋梁の維持管理を効率的・効果的に

行うために必要な情報を得ることを目的に、損傷状況の把握、健全性の診断、点検

結果の記録を行うものとする。

２.適用図書

　本業務の橋梁点検に関する作業については、「名張市橋梁点検要領 令和5年4月」

に準じること。

３.点検従事者

　点検業務に従事する者のうち最低1名は、技術士または「国土交通省登録資格」保

有者(国土交通省登録資格の内、施設分野： 橋梁( 鋼橋またはコンクリート)、業務

：点検または診断)もしくは「三重県橋梁点検技術者講習会」を受講し、受講証明書の

交付を受けた者であること

　また点検業務受注者の従業員であること。

４.業務内容

①　計画準備

　（１） 業務計画書

 ・都市整備部維持管理室より貸与された資料等をもとに、業務計画書を作成する。

 ・業務計画書には、道路橋点検士の資格証等や「三重県橋梁点検技術者講習会」

　の受講証明書を添付すること。

　（２） 図面作成

 ・都市整備部維持管理室より提供された橋梁一般図等より、チェックシート⑤の

　概略図を作成する。ただし、橋梁一般図等がない場合は、受注者において現地調

　査を行い、点検要領に基づく点検に必要な概略図を作成すること。

②　現地踏査

 ・橋梁点検に先立って現地調査を行い、点検計画を策定するために必要な進入路、

 交通状況等を把握すること。

③  点検

 ・「名張市橋梁点検要領 令和5年4月」に基づき点検を行う。また必要に応じて橋

 梁台帳の記載事項(塗装面積、高欄の種類、落橋防止施設の種類等)を補完するため

 に現地で調査を行う。なお写真撮影において損傷がない箇所についても撮影するこ

 と。

特記仕様書



・下部構造基礎の沈下・移動・傾斜及び洗堀の項目において、健全性がⅡ以下に診断

される場合は、速やかに損傷程度がわかる資料とともに監督員に報告し、確認を受け

ること。また、必要に応じて管理技術者立会の元、監督員が現地確認を行うこととす

る。

 ・点検に支障となる土砂等は撤去したうえで点検を行うこと。

 ・当該年度に工事施工中の橋梁がある場合は、工事施工後に点検を行うこと。

④  点検調書作成

 ・点検結果をもとに、「名張市橋梁点検要領　令和5年4月」のチェックシート①

 ～⑤を清書し、写真等の整理を行う。また点検結果を発注者が提供するエクセルシ

 ートに入力する。

⑤　打合せ

 ・業務計画書をもとに調査方法、内容等を打合せるとともに、発注者より橋梁点検

 に必要な資料の貸与を受けること。

⑥　安全管理

 ・本業務を実施するにあたり、特記仕様書に定める図書のほか、関連法令を遵守し、

 作業の安全確保に努めること。

⑦　土地の立ち入り等

 ・本業務を実施するために第三者の土地に立ち入る場合、または、第三者所有の草

 木等の伐採が必要な場合は、受注者において了解を得て、発注者に報告すること。

⑧　電子データの成果品について

 ・Excel：チェックシート、橋梁管理カルテ、点検表記録様式

 ・jpg　：点検写真、損傷図

 ・その他データとして、損傷図、一般図のオリジナルデータとする。

 上記のデータを「名張市橋梁点検要領　令和5年4月」に基づき提出とする。

 また、橋梁カルテ及び国が定める点検記録様式のそれぞれを取りまとめ格納したフ

 ォルダを作成すること。

⑨　その他

 ・特記仕様書に定めのないものは、「三重県業務委託共通仕様書」によるものとす

 る。



特記仕様書（設計業務条件一覧表）

明示事項 明示事項（条件及び内容）
ア 適用図書 ａ 設計業務等委託契約書

ｂ 設計業務等共通仕様書（三重県）【令和３年１１月制定】
ｃ 橋梁設計マニュアル（三重県県土整備部道路整備課）【　　　年　　　月制定】
ｄ 港湾・海岸構造物設計指針（三重県県土整備部港湾課）【　　　年　　　月制定】
ｅ 自然に配慮した川づくりの手引き（案）（三重県県土整備部河川課）【平成　　年　　月制定】
ｆ 砂防・急傾斜地崩壊防止工事・地すべり防止工事技術指針（案）（三重県

県土整備部砂防課）【　　　年　　　月制定】
ｇ その他（　名張市橋梁点検要領 令和5年4月　　　）

イ 業務計画書 ａ 契約締結後１４日以内に業務計画書（工程表）を監督員に提出する。
ｂ 業務完了の１０日前までに数量報告書（工種、設計数量、実施数量等を記載）を監督員に提出する。
ｃ 業務日報は、監督員が提出を要求したときはすみやかに提出する。
ｄ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ウ 成果の提出 ａ 本業務における成果物の提出部数は、1部とする。
ｂ 指示する期日までに提出する成果物あり。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ｃ 成果物の大きさについてはＡ版を原則とし、監督員と協議承諾を得たものについてはこの限りではない。
ｄ 電子記憶媒体は2部提出すること。

マニュアル（案）によるものとする。
ｅ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

エ 工程関係 ａ

ｂ 関係機関との協議の必要あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ｃ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

オ 管理技術者 管理技術者は下記のいずれかのものとし、下記要件を満たす者は自社の社員であること。
の要件 ａ 技術士

（１．　建設部門　鋼構造及びコンクリート　 ２．造園部門、３．部門・科目を問わない）
ｂ 上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）
ｃ ＲＣＣＭの資格保持者（　鋼構造及びコンクリート）
ｄ 受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する者

カ 照査技術者 ａ 概略・予備・詳細設計等又は、基本・細部・実施設計等については、照査技術者を定めなければならない。
ｂ 次の業務には、照査技術者を定めなければならない。

（　橋梁点検業務　）
照査技術者 照査技術者は下記のいずれかのものとし、下記要件を満たす者は自社の社員であること。
の要件 ａ 技術士

（１．　建設部門　鋼構造及びコンクリート　 ２．造園部門、３．部門・科目を問わない）
ｂ 上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）
ｃ ＲＣＣＭの資格保持者（　鋼構造及びコンクリート）
ｄ 受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する者

照査の実施 ａ 照査は下記も含めて実施し、これに基づいて作成した資料は照査報告書に含めて
提出しなければならない。
１．　詳細設計照査要領（㈹中部建設協会発行）
２．　設計業務照査の手引書（三重県農林水産商工部農業基盤整備課）
３．　その他（照査計画書を着手時に提出しこれに基づき照査すること。）

キ 打合せ等 ａ 設計業務等着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）及び設計図書で定める業務の
区切りにおける打合せには、管理技術者が出席するものとする。

ｂ 照査技術者による照査が定められている場合は以下のとおりとする。
設計業務着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）における
打合せには、照査技術者も出席するものとする。

ク 資料の貸与 ａ 貸与する資料は、次の資料とする。
（　橋梁カルテ、点検記録様式　）

ケ ＣＡＬＳ実証 ａ 電子納品実験（調査計画・設計段階） ａ 「三重県ＣＡＬＳ実証フィールド
フィールド ｂ 情報共有実験；図面データの交換実験 実験マニュアル」による。
実験

コ 業務条件 ａ 業務条件は下記のとおりとする。

ｂ 成果物の中で他の文献、資料等を引用した場合出典名を報告書に明記すること。

（注）１． 上記受託業務、事項、条件、及び内容の○印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
2． 明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と

別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
3． 別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

名張市

別途業務との工程調整の必要あり（補修工事対象橋梁名：上小波田橋、上小波田1号橋、平屋橋、笹谷
橋、里中央橋、無名橋10）



データ管理用

本追加特記仕様書は、成果品として定められている電子納品用成果とは別に、データ保管

のために作成する電子データの作成について定めるものである。

１　通　則

　保管用データ作成については、本追加特記仕様書に基づき実施するものとし、本追加特

記仕様書等に明示なき事項、又は疑義が生じた場合には、受発注者間で協議の上これを定

めるものとする。

２　提出部数及び収蔵媒体

（１）作成部数2部

（２）収蔵媒体はＤＶＤ-ＲまたはＣＤ-Ｒを用いるものとするが、発注者との協議により

　　　了承を得た場合はこの限りではない。

（３）提出する収蔵媒体は、最新のバージョンによるウイルスチェックを実施し、脅威が

　　　検出されていない旨を発注者に報告しなければならない。

３　橋梁基本情報の作成

（１）橋梁基本情報とは、対象となる橋梁の諸元（位置や橋梁名など）を示すものであり

　　　、発注者より作成の指示のあった場合は、別途発注者より提供する様式「橋梁基

　　　本情報登録」において、必要な情報を入力し、提出しなければならない。

（２）発注者より配布される様式類については、レイアウト（行や列の挿入・削除）等改

　　　変することはできない。やむを得ず改変する場合は、発注者に改変内容を書面にて

　　　提示しなければならない。

保管用データ作成にかかる追加特記仕様書

（橋梁点検用）



データ管理用

４　橋梁点検にかかる保管用データの作成（参考資料参照）

（１）橋梁点検については別途特記仕様書に示されている「名張市橋梁点検要領

　　　令和6年4月」に基づき実施し、保管用データを取りまとめ格納しなければなら

　　　ない。

（２）報告書フォルダーには、別途示す「業務対象橋梁一覧」を作成し、格納しなければ

　　　ならない。

（３）報告書フォルダーには、設計報告書をＰＤＦにて一式格納しなければならない。

（４）報告書フォルダーには、発注者より指示のない限り、オリジナルデータは格納して

　　　はならない。

（５）その他「名張市橋梁点検要領 令和6年4月」に記載のないものについては、

　　　発注者と協議のうえ指示を得なければならない。

（６）成果品については、発注者より提供されるチェックシステムを用いてチェックを

　　　行い、エラーの無いように修正しなければならない。

（７）チェックシステムにおける警告事案に関しては、警告内容を発注者に紙面にて報

　　　告し、協議のうえ指示を得るものとする。

（８）本追加特記仕様書に示す仕様と異なるもので提出された場合、発注者より補修の

　　　要請があった場合は、その仕様に合致するよう受注者の責により補修しなければ

　　　ならない。

【参考資料】

１．橋梁基本情報登録について

２．橋梁点検にかかる保管用データ格納フォルダー構成について

３．業務対象橋梁一覧について



データ管理用

【参考資料】

１．「橋梁基本情報登録」について

　別途指定する様式に基づき、橋梁基本情報を作成する。

橋梁基本情報の作成において、「橋梁番号、分割番号、管理者、道路種別、路線番号、

路線名、市町村名、現旧新別、橋梁種別、橋梁分類、橋梁名、上部工構造形式、

上部工使用材料、架設年次、橋長、径間数、橋梁名かな、起点側緯度、起点側経度」が

入力必須項目となる。

２．「橋梁点検にかかる保管用データ格納フォルダー構成」について

※各橋梁毎に格納するデータ等のフォルダー構成やファイル形式、細則等については

　「名張市橋梁点検要領 令和6年4月」による。



データ管理用

３．報告書フォルダーに組み込む「業務対象橋梁一覧」について

※エクセルシートを用い、一行目A列に橋梁番号、B列に分割番号、C列に路線名、D列に

　橋梁名のタイトルを入力し、二行目からそれぞれ該当情報を入力したものを格納する。



業務数量総括表
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市道桔梗が丘中央線（桔梗が丘1号橋）ほか橋梁点検業務委託

　　　

項　目

土木設計業務

　　

摘要

道路メンテナンス事業                                        

　　　

業　種

       67
　　　

前回数量

橋

式

橋



式

名張市

当初

業務数量総括表

        1

　　　

道路施設点検

業務名

506-208c020-00319-41(0)

　　

項目・工種・種別・細別

        1

その他原価

式

　　直接経費

- 3 -

        1

　　　

        1

式

数量増減単位規格

　　　

今回数量

        1

橋梁点検車

        1

　　　電子成果品作成費

        1

直接原価

　　　交通誘導警備員費
式

　　　ライトバン運転

市道桔梗が丘中央線（桔梗が丘1号橋）ほか橋梁点検業務委託 項　目

土木設計業務

日
　　　点検車運転経費

式

　　　打合せ
摘要

道路メンテナンス事業                                        

       13

　　　

業　種

　　　

前回数量

式

日



式

- 4 -
名張市

当初

業務数量総括表

式

設計業務業務名

506-208c020-00319-41(0)

項目・工種・種別・細別

式

業務費計

        1

式

数量増減単位

消費税相当額

規格 今回数量

        1

業務原価

        1

設計業務価格

        1

        1
式

市道桔梗が丘中央線（桔梗が丘1号橋）ほか橋梁点検業務委託 項　目
摘要

道路メンテナンス事業                                        

業務原価

業　種

前回数量

一般管理費等


	業務数量総括表
	業務数量総括表

